
 

足立区教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足立区立中川小学校 

取組,１ 学びの個別最適化の推進                          

取組,２ 学校生活の中でのジェンダー平等の育成                             

取組,３偏見・差別・いじめをなくす人権教育の充実           

 

・足立スタンダードを基に、児童一人一人の学習状況を細かく把握し、個に応じた学習活動や課
題の提供などを徹底し、学力の向上を図る。 

・様々な体験活動や問題解決的な学習を通して、主体的・対話的な学びの実現を目指し、学ぶこ
との意味を考え、学んだことを学習や社会に生かすことのできる力等、学びの質の向上を図る。 

・これまでの実践と ICT との最適な組み合わせを工夫することで協働的な学びを実現するととも
に、個の才能を伸ばすための高度な学びの機会の提供を行う。 

・特別に配慮を必要とする場合を除き、名簿・座席・並び順・呼称等に男女の別を設けない。 
・全学年で体育時の更衣場所を分け、安心・安全を確保する。 
・性の多様性を理解し、児童にとって相談しやすい先生であることに努め、適切な対応をして
いく。 

 

・校長室前に「いじめポスト」を設置し確認する。毎月 1 回以上のいじめ対策委員会を開催し情

報を共有する。場合によってはケース会議を開き、組織として対応にあたる。 

・11 月の人権週間にともない、人権標語の作成を行い啓発していく。 

・年 2 回の Hyper-QU 調査結果の分析、活用を通して、安定した学級づくりを行い、いじめや

不登校の未然防止を図る。 


